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大和アセットマネジメント株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
お問い合わせ先（コールセンター）
ＴＥＬ　０１２０－１０６２１２

（営業日の９：00～17：00）
https://www.daiwa-am.co.jp/

◇TUZ0371820250829◇

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式
信 託 期 間 無期限（設定日：2005年８月30日）
運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象

ベビーファンド ダイワ中小型株マザーファンド
の受益証券

ダイワ中小型株
マザーファンド

わが国の金融商品取引所に上場
（上場予定を含みます。）して
いる中小型株式

組 入 制 限

ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マザーファンド組入上限比率 無制限

マ ザ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率 無制限

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益
（評価益を含みます。）等とし、原則として、配
当等収益等を中心に分配します。ただし、分配対
象額が少額の場合には、分配を行なわないことが
あります。

ＤＣダイワ中小型株ファンド

運用報告書（全体版）
第20期

（決算日　2025年８月29日）
（作成対象期間　2024年８月30日～2025年８月29日）

受益者のみなさまへ

　毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
　当ファンドは、わが国の中小型株式に投資
し、信託財産の成長をめざしております。当
作成期につきましてもそれに沿った運用を行
ないました。ここに、運用状況をご報告申し
上げます。
　今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

https://www.daiwa-am.co.jp/
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ＤＣダイワ中小型株ファンド

最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

R u s s e l l / N o m u r a 
M i d - S m a l l  C a p 
インデックス(配当込み) 株 式

組 入 比 率
株 式
先 物 比 率

純 資 産
総 額

（分配落） 税 込 み
分 配 金

期 中
騰 落 率 (ベンチマーク) 期 中

騰 落 率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

16期末(2021年８月30日) 39,879 0 28.4 21,912 20.5 95.5 － 1,076
17期末(2022年８月29日) 36,131 0 △  9.4 22,201 1.3 95.1 － 1,255
18期末(2023年８月29日) 51,200 0 41.7 26,766 20.6 95.2 － 1,985
19期末(2024年８月29日) 59,186 0 15.6 30,932 15.6 95.5 － 2,389
20期末(2025年８月29日) 80,897 0 36.7 37,021 19.7 98.3 － 3,424
（注１）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注２）Russell/Nomura Mid-Small Cap インデックス（配当込み）は、同指数の原データをもとに、当ファンド設定日の前営業日を10,000として

大和アセットマネジメントが計算したものです。
（注３）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注４）株式および株式先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注５）株式先物比率は買建比率－売建比率です。

Russell/Nomura Mid-Small Cap インデックスの知的財産権およびその他一切の権利は野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式
会社およびRussell Investmentsに帰属します。なお、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社およびRussell Investments
は、同指数の正確性、完全性、信頼性、有用性、市場性、商品性および適合性を保証するものではなく、当ファンドの設定の可否、運用成果等並びに
当ファンド及び同指数に関連して行われる当社のサービス提供等の行為に関して一切責任を負いません。
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ＤＣダイワ中小型株ファンド

運用経過
基準価額等の推移について

（注）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。

＊分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示す
ものです。

＊分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドもあり
ます）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

＊ベンチマークは、Russell/Nomura Mid－Small Cap インデックス（配当込み）です。
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分配金再投資基準価額（左軸）基準価額（左軸）

■基準価額の主な変動要因
　国内株式市況が上昇したことを反映し、当ファンドの基準価額は上昇しました。くわしくは「投資環
境について」をご参照ください。

■基準価額・騰落率
期　首：59,186円
期　末：80,897円（分配金0円）
騰落率：36.7％（分配金込み）
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ＤＣダイワ中小型株ファンド

年 月 日 基 準 価 額
Russe l l /Nomura 
M i d - S m a l l  C a p 
インデックス(配当込み) 株 式

組 入 比 率
株 式
先 物 比 率

騰 落 率 (ベンチマーク) 騰 落 率
円 ％ ％ ％ ％

（期首）2024年８月29日 59,186 － 30,932 － 95.5 －
８月末 59,681 0.8 31,101 0.5 94.9 －
９月末 58,858 △  0.6 31,182 0.8 94.8 －
10月末 57,289 △  3.2 31,263 1.1 94.8 －
11月末 60,271 1.8 31,033 0.3 95.0 －
12月末 61,138 3.3 32,025 3.5 96.5 －

2025年１月末 60,585 2.4 32,144 3.9 97.3 －
２月末 58,680 △  0.9 31,675 2.4 92.1 －
３月末 58,976 △  0.4 31,904 3.1 93.6 －
４月末 60,761 2.7 31,888 3.1 96.8 －
５月末 64,189 8.5 33,247 7.5 96.1 －
６月末 70,532 19.2 34,052 10.1 95.9 －
７月末 73,103 23.5 35,256 14.0 96.3 －

（期末）2025年８月29日 80,897 36.7 37,021 19.7 98.3 －
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ＤＣダイワ中小型株ファンド

投資環境について� (2024.８.30～2025.８.29)

■国内株式市況
国内株式市況は、急落した局面がありながらも大幅に上昇しました。
　国内株式市況は、当作成期首より、米国の利下げ観測の強まりから円高が進行したことなどが嫌気さ
れて下落しましたが、2024年９月下旬には、植田日銀総裁がハト派的なスタンスに転換して円安が進
行したことが好感され、上昇に転じました。その後も、米国大統領選挙でのトランプ氏の勝利を受けて
インフレが加速するとの見方により米国金利が上昇し円安が進行したことや、高水準の自社株買いなど
から、堅調に推移しました。2025年２月中旬以降は、米国の関税引き上げや経済指標の悪化、円高進
行などが懸念されて上値の重い展開となりましたが、３月中旬以降は、日銀の利上げ観測などから銀行
株主導で上昇しました。４月２日に発表された米国の相互関税が事前予想よりも厳しい内容であったこ
とや、円高が急速に進行したことなどから、株価はまれに見る急落に見舞われました。しかし、同月９
日に相互関税の上乗せ部分が発動された直後、その大部分の適用が90日間停止されたことや、円高が
一服したことなどが好感され、株価は急反発しました。５月以降も、米中双方が関税を大幅に引き下げ
るなど米国の関税をめぐる懸念が後退したことや、企業の旺盛な自社株買いに加えて海外投資家の資金
流入が継続したことなどから、堅調に推移しました。７月下旬には日米が通商交渉で合意したことから
急騰し、その後も、４－６月期の企業決算が事前想定ほど悪化しなかったことや米国株が大手ＩＴ関連
株主導で上昇したことなどが好感されて続伸し、史上最高値を更新して当作成期末を迎えました。

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
「ダイワ中小型株マザーファンド」の受益証券へ投資を行います。

■ダイワ中小型株マザーファンド
　米国の景気後退懸念が強まった場合にリスク回避姿勢が再び高まるリスクや、日米の金融政策の方向
性の相違によって為替相場で一段と円高が進行するリスクには注意が必要です。しかし、円売りポジ
ションの解消は急速に進んだとみられるほか、資本コストを意識した経営に向けた株主還元策の強化や、
新ＮＩＳＡ（少額投資非課税制度）を通じた個人投資家資金の株式市場への流入が引き続き期待できる
ことから、堅調な株価推移を想定します。
　個別銘柄の選別においては、優れた経営力や高い競争力を有し企業価値成長が期待される銘柄で、か
つ、市場と現実の認知ギャップが大きい銘柄を中心にポートフォリオを構築する方針です。現在の相場
環境では、先行きの見通しやすい成長が期待できる銘柄に注目しています。
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ＤＣダイワ中小型株ファンド

ポートフォリオについて� (2024.８.30～2025.８.29)

■当ファンド
「ダイワ中小型株マザーファンド」の受益証券へ投資を行いました。

■ダイワ中小型株マザーファンド
　株式組入比率は、80％程度以上の高位を維持しました。
　業種構成は、機械や電気機器などの比率を引き上げた一方、サービス業や情報・通信業などの比率を
引き下げました。
　個別銘柄では、三井海洋開発、ネットプロテクションズホールディングス、三井Ｅ＆Ｓなどの組入比
率を引き上げました。

＊マザーファンドのベンチマークは以下の通りです。
組入ファンド ベンチマーク

ダイワ中小型株マザーファンド Russell/Nomura Mid－Small Cap インデックス（配当込み）

ベンチマークとの差異について

　当作成期のベンチマークの騰落率は19.7％、当ファンドの基準価額
の騰落率は36.7％となりました。
　以下のコメントとグラフは、当ファンドの基準価額とベンチマークと
の騰落率の対比です。
〇主なプラス要因

・業種配分効果：情報・通信業のオーバーウエート、電気機器のアン
ダーウエート

・銘柄選択効果：三井Ｅ＆Ｓ、ネットプロテクションズホールディン
グス、三井海洋開発

〇主なマイナス要因
・業種配分効果：サービス業のオーバーウエート、保険業のアンダー

ウエート
・銘柄選択効果：ＡＮＹＭＩＮＤ　ＧＲＯＵＰ、ＳＲＥホールディン

グス、ＩＮＦＯＲＩＣＨ
・そ の 他：売買管理費用

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

＊ベンチマークはRussell/Nomura Mid－
Small Cap インデックス（配当込み）で
す。

（％）
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今後の運用方針
■当ファンド

「ダイワ中小型株マザーファンド」の受益証券へ投資を行います。
■ダイワ中小型株マザーファンド

　日米関税合意は大きな進展ですが、米国の関税政策が国内経済や物価に与える影響については、依然
として不透明感が残っています。一方、企業による株主還元姿勢の強まりを背景に、自社株買いの件数
や規模が顕著に増加しており、株価の下支え要因となっています。参議院議員選挙を経て衆参両院で少
数与党となったことで、政局の不安定化が懸念されますが、減税や新政権への期待が高まれば、市場は
好感すると思われます。
　個別銘柄の選別については、引き続き取材活動を中心に投資アイディアの発掘を続ける方針です。取
材活動を通じて、企業業績の方向感、企業の成長戦略、経営者の資質、資本政策の方針などを勘案し、
ポートフォリオを組み立ててまいります。

分配金について

　当作成期は、確定拠出型年金向けファンドであることを考慮し、収益分配を見送らせていただきました。
　なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■分配原資の内訳（１万口当り）

項 目
当 期

2024年８月30日
～2025年８月29日

当期分配金（税込み） （円） －

対基準価額比率 （％） －
当期の収益 （円） －
当期の収益以外 （円） －

翌期繰越分配対象額 （円） 70,897
（注１）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以
外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額
です。

（注２）円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注３）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注４）投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価
額を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお
支払いすることはございません。
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１万口当りの費用の明細

項 目
当期

（2024.８.30～2025.８.29） 項 目 の 概 要
金 額 比 率

信 託 報 酬 1,046円 1.672％ 信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
当作成期中の平均基準価額は62,589円です。

（投 信 会 社） （496） （0.792） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価額の計算、法
定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社） （496） （0.792） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後
の情報提供等の対価

（受 託 会 社） （55） （0.088） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売 買 委 託 手 数 料 563 0.900 売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株 式） （563） （0.900）

有 価 証 券 取 引 税 － － 有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 3 0.005 その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用） （3） （0.005） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合 計 1,613 2.577
（注１）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算

出した結果です。
（注２）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注３）各比率は１万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第３位未満を四捨五入してあり

ます。
（注４）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払った金額のう

ち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、各項目の費用は、当該
投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当りの費用の明細」が取得でき
るものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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■総経費率
　当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当り）を乗
じた数で除した総経費率（年率）は1.68％です。

（注１）１万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。

総経費率
1.68％

運用管理費用
（投信会社）
0.79％

運用管理費用
（販売会社）
0.79％

運用管理費用
（受託会社）
0.09％

その他費用
0.01％

参考情報
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(2) マザーファンドにおける当作成期中の利害関係人と
の取引状況

（2024年８月30日から2025年８月29日まで）
決 算 期 当 期

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃ

う ち 利 害
関係人との
取引状況Ｂ

Ｂ／Ａ
う ち 利 害
関係人との
取引状況Ｄ

Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式 50,755 21,080 41.5 54,494 22,834 41.9
コール・ローン 162,742 － － － － －

（注）平均保有割合17.3％
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビー

ファンドのマザーファンド所有口数の割合。

(4) 当作成期中の売買委託手数料総額に対する利害関係
人への支払比率

（2024年８月30日から2025年８月29日まで）
項 目 当 期

売買委託手数料総額（A） 22,786千円
うち利害関係人への支払額（B） 9,621千円
(B)／(A) 42.2％

（注）売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支
払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される
利害関係人であり、当作成期における当ファンドに係る利害関係人とは、大和証
券株式会社です。

■組入資産明細表
　親投資信託残高

種 類 期 首 当 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ中小型株マザーファンド 261,016 269,067 3,421,441

（注）単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
　親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2024年８月30日から2025年８月29日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
千口 千円 千口 千円

ダイワ中小型株マザーファンド 64,894 666,230 56,843 556,750
（注）単位未満は切捨て。

■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
（2024年８月30日から2025年８月29日まで）

項 目 当 期
ダイワ中小型株マザーファンド

(ａ) 期中の株式売買金額 105,249,948千円
(ｂ) 期中の平均組入株式時価総額 14,215,661千円
(ｃ) 売買高比率(ａ)／(ｂ) 7.40

（注１）(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。
（注２）単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況等
(1) ベビーファンドにおける当作成期中の利害関係人と

の取引状況

　当作成期中における利害関係人との取引はありま
せん。

■投資信託財産の構成
2025年８月29日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
ダイワ中小型株マザーファンド 3,421,441 99.2
コール・ローン等、その他 26,715 0.8
投資信託財産総額 3,448,156 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2025年８月29日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 3,448,156,873円

コール・ローン等 26,715,690
ダイワ中小型株マザーファンド(評価額) 3,421,441,183

(Ｂ) 負債 23,334,982
未払解約金 1,286,375
未払信託報酬 21,976,407
その他未払費用 72,200

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,424,821,891
元本 423,355,579
次期繰越損益金 3,001,466,312

(Ｄ) 受益権総口数 423,355,579口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 80,897円

＊期首における元本額は403,772,298円、当作成期間中における追加設定元本額
は172,719,629円、同解約元本額は153,136,348円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は80,897円です。

(3) 利害関係人である金融商品取引業者が主幹事となっ
て発行される有価証券

（2024年８月30日から2025年８月29日まで）

種 類
当 期

ダ イ ワ 中 小 型 株 マ ザ ー フ ァ ン ド
買 付 額

百万円
株式 261

（注１）金額は受渡し代金。
（注２）単位未満は切捨て。
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■損益の状況
当期　自2024年８月30日　至2025年８月29日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 64,313円

受取利息 64,313
(Ｂ) 有価証券売買損益 867,539,160

売買益 933,272,576
売買損 △     65,733,416

(Ｃ) 信託報酬等 △     42,256,898
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 825,346,575
(Ｅ) 前期繰越損益金 384,451,247
(Ｆ) 追加信託差損益金 1,791,668,490

(配当等相当額) (　1,212,908,049)
(売買損益相当額) (　   578,760,441)

(Ｇ) 合計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 3,001,466,312
次期繰越損益金(Ｇ) 3,001,466,312
追加信託差損益金 1,791,668,490
(配当等相当額) (　1,212,908,049)
(売買損益相当額) (　   578,760,441)
分配準備積立金 1,209,797,822

（注１）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注３）収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

(ａ) 経費控除後の配当等収益 60,087円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 825,286,488
(ｃ) 収益調整金 1,791,668,490
(ｄ) 分配準備積立金 384,451,247
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 3,001,466,312
(ｆ) 分配金 0
(ｇ) 翌期繰越分配対象額(ｅ－ｆ) 3,001,466,312
(ｈ) 受益権総口数 423,355,579口
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《お知らせ》
■運用報告書にかかる信託約款の条文変更について

　2025年４月１日付の投資信託及び投資法人に関する法律の改正により、運用報告書にかかる規定が変更されたため、運用報
告書にかかる信託約款の条文を以下のとおり変更しました。（下線部を変更）

＜変更前＞
（運用報告書に記載すべき事項の提供）

①委託者は、投資信託及び投資法人に関する法律第14条第１項に定める運用報告書の交付に代えて、運用報告書に記載すべ
き事項を電磁的方法により提供します。

②前項の規定にかかわらず、委託者は、受益者から運用報告書の交付の請求があった場合には、これを交付します。
＜変更後＞
（運用状況にかかる情報の提供）

①委託者は、投資信託及び投資法人に関する法律第14条第１項に定める事項にかかる情報を電磁的方法により提供します。
②前項の規定にかかわらず、委託者は、受益者から前項に定める情報の提供について、書面の交付の方法による提供の請求

があった場合には、当該方法により行なうものとします。

　2023年11月に「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正が行われ、交付運用報告書については書面交付を原則とし
ていた規定が変更されました。本件により、デジタル化の推進を通じて顧客の利便性向上を図るとともに、ペーパーレス化によ
る地球環境の保全など、サステナビリティへの貢献に繋がるものと捉えております。今後も顧客本位の業務運営を確保しつつ、
電磁的方法での情報提供を進めてまいります。
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 <補足情報>
　当ファンド（ＤＣダイワ中小型株ファンド）が投資対象としている「ダイワ中小型株マザーファンド」の決算日
（2025年３月28日）と、当ファンドの決算日が異なっておりますので、当ファンドの決算日（2025年８月29日）
現在におけるダイワ中小型株マザーファンドの組入資産の内容等を掲載いたしました。

■ダイワ中小型株マザーファンドの主要な売買銘柄
　株　式

（2024年８月30日から2025年８月29日まで）
買 付 売 付

銘 柄 株 数 金 額 平均単価 銘 柄 株 数 金 額 平均単価
千株 千円 円 千株 千円 円

日本マイクロニクス 233 1,136,638 4,878 カバー 632 1,333,431 2,109
ＢＵＹＳＥＬＬ　ＴＥＣＨ 251.4 865,358 3,442 楽天銀行 248.1 1,242,903 5,009
ネクステージ 459.3 774,561 1,686 ＪＭＤＣ 284 1,116,172 3,930
ＰＫＳＨＡ　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ 203 764,667 3,766 ＳＲＥホールディングス 284.5 1,007,907 3,542
楽天銀行 141.1 743,406 5,268 日本製鋼所 162 940,376 5,804
野村マイクロ・サイエンス 315.8 720,932 2,282 ホシザキ 147 834,966 5,680
カバー 327 710,027 2,171 ＩＮＦＯＲＩＣＨ 214.7 804,743 3,748
三井Ｅ＆Ｓ 485 698,936 1,441 ＡＮＹＭＩＮＤ　ＧＲＯＵＰ 750 740,813 987
ソシオネクスト 280 696,482 2,487 プレミアグループ 333 720,258 2,162
ジャパンエンジンコーポ 144.1 678,643 4,709 ネットプロＨＤ 1,740.5 698,363 401
（注１）金額は受渡し代金。
（注２）金額の単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
　下記は、2025年８月29日現在におけるダイワ中小型株マザーファンド（1,688,692千口）の内容です。

　国内株式
銘 柄 2025年８月29日現在

株 数 評 価 額
千株 千円

建設業（2.9％）
長谷工コーポレーシヨン 42 102,270
熊谷組 89.9 427,025
九電工 13 92,404

食料品（1.3％）
森永乳業 61 201,239
やまみ 16 75,440

繊維製品（0.5％）
ＴＥＮＴＩＡＬ 12.5 64,250
ゴールドウイン 6 43,590

化学（6.1％）
日本曹達 83 292,575
大阪有機化学 9 27,180
トリケミカル 63.4 207,318
中国塗料 128 453,760
高砂香料 24.4 207,888
ノエビアホールディングス 23 105,685

医薬品（0.6％）
ロート製薬 40 100,740

銘 柄 2025年８月29日現在
株 数 評 価 額

千株 千円
ネクセラファーマ 25 23,125

ガラス・土石製品（0.7％）
太平洋セメント 16 64,336
ＭＡＲＵＷＡ 2 81,380

鉄鋼（1.1％）
大同特殊鋼 180 228,600

非鉄金属（6.8％）
ＪＸ金属 310 422,840
三井金属 40 421,000
大阪チタニウム 140 360,220
古河電工 24 224,976

機械（13.0％）
豊和工業 30 42,720
ＪＲＣ 134.9 231,353
ＡＩメカテック 20 86,100
野村マイクロ・サイエンス 34 109,820
平田機工 50 91,500
マルマエ 70 113,400
ナブテスコ 66 206,778

銘 柄 2025年８月29日現在
株 数 評 価 額

千株 千円
三井海洋開発 89 709,330
荏原製作所 70 216,160
オルガノ 9.8 110,446
ＴＨＫ 47 188,423
三井Ｅ＆Ｓ 140 644,000

電気機器（9.2％）
日清紡ホールディングス 312 362,544
湖北工業 20 60,300
ソシオネクスト 33 94,710
芝浦メカトロニクス 10.6 117,766
テラプローブ 30 142,200
メイコー 43.5 426,300
日本マイクロニクス 111.3 520,884
山一電機 48 154,800
日本シイエムケイ 180 65,520

輸送用機器（4.7％）
ジャパンエンジンコーポ 42.6 461,358
ダイハツインフィニアース 34 109,650
アイシン 87.5 214,550
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銘 柄 2025年８月29日現在
株 数 評 価 額

千株 千円
セレンディップ・ホールディ 39 215,280

精密機器（0.1％）
リガク・ホールディングス 25 20,850
メニコン 6 7,236

その他製品（2.4％）
前田工繊 60 107,580
フルヤ金属 42 104,202
ヨネックス 47.6 198,968
グローブライド 42 99,498

情報・通信業（17.1％）
ソラコム 211 222,816
豆蔵デジタルＨＤ 22 38,676
デジタルアーツ 13.6 105,264
ＦＦＲＩセキュリティ 34.1 232,562
ＰＲ　ＴＩＭＥＳ 34.5 101,223
ラクス 40 105,240
カナミックネットワーク 36 18,504
ＰＫＳＨＡ　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ 86 315,620
プラスアルファ・コンサルティン 150 368,400
ＡＰＰＩＥＲ　ＧＲＯＵＰ 61 94,306
セーフィー 129.5 132,219
システムサポートホールディン 35.9 107,125
ＦＩＮＡＴＥＸＴホールディンク 73 93,805
ギフティ 269 373,372
ＪＭＤＣ 51 212,262
ＡＮＹＭＩＮＤ　ＧＲＯＵＰ 272.6 209,902
ＡＮＹＣＯＬＯＲ 78.7 375,399
ＥＷＥＬＬ 80 229,040
カバー 5 10,620
ネットスターズ 177 204,081
テレビ東京ＨＤ 15 68,025

卸売業（5.0％）
ダイワボウＨＤ 33 103,719
ラクト・ジャパン 25 99,750
ハピネット 16 110,880
ＢＵＹＳＥＬＬ　ＴＥＣＨ 209.4 732,900

小売業（6.1％）
インターメスティック 39 102,843
ネクステージ 299.8 654,463
みのや 27 60,372
ＹＵＴＯＲＩ 19.9 100,694
サイゼリヤ 32 170,560
ハイデイ日高 56 208,600

銀行業（4.7％）
いよぎんホールディンク 102 209,508
楽天銀行 26 218,348
北洋銀行 658.1 460,670
京葉銀行 92 111,504

証券、商品先物取引業（1.5％）
インテグラル 29 110,635
ＳＢＩホールディングス 30 209,970

その他金融業（3.2％）
ネットプロＨＤ 780 680,160

銘 柄 2025年８月29日現在
株 数 評 価 額

千株 千円
不動産業（4.4％）
ＳＲＥホールディングス 7 23,205
ケイアイスター不動産 38 198,360
ＧＡ　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＩＥＳ 141 305,829
カチタス 150 404,550

サービス業（8.3％）
日本Ｍ＆Ａセンターホールデ 130 97,890
タイミー 33.6 77,918
ＤＥＬＹ 120.4 233,937
ヒット 45.9 100,934
サイバーエージェント 293 525,935
弁護士ドットコム 30 98,550
アトラエ 136.6 106,957
ストライク 50 216,250
ポート 44 97,900
ジモティー 16 27,712
アイドマ・ホールディングス 14 38,388
ＩＮＦＯＲＩＣＨ 9.2 23,046
ＡＶｉＣ 52 116,376

千株 千円

合 計 株 数 、 金 額 8,982.8 21,119,844
銘柄数<比率> 108銘柄 <98.4％>

（注１）銘柄欄の(　)内は国内株式の評価総額に対する各
業種の比率。

（注２）合計欄の<　>内は、純資産総額に対する評価額
の比率。

（注３）評価額の単位未満は切捨て。
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大和アセットマネジメント株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
https://www.daiwa-am.co.jp/

ダイワ中小型株マザーファンド

運用報告書　第20期（決算日　2025年３月28日）

（作成対象期間　2024年３月29日～2025年３月28日）

ダイワ中小型株マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。
主 要 投 資 対 象 わが国の金融商品取引所に上場（上場予定を含みます。）している中小型株式
株 式 組 入 制 限 無制限

https://www.daiwa-am.co.jp/
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年 月 日 基 準 価 額
Russe l l /Nomura
Mid-Small Cap イン
デックス(配当込み)

株 式
組 入
比 率

株 式
先 物
比 率騰 落 率 (ベンチマーク) 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％
(期首)2024年３月28日 89,797 － 32,625 － 95.9 －

３月末 91,958 2.4 32,952 1.0 96.0 －
４月末 87,239 △2.8 32,603 △0.1 96.3 －
５月末 89,722 △0.1 32,753 0.4 93.8 －
６月末 93,935 4.6 33,078 1.4 96.5 －
７月末 91,896 2.3 33,357 2.2 93.6 －
８月末 92,228 2.7 32,710 0.3 95.0 －
９月末 91,085 1.4 32,796 0.5 94.9 －
10月末 88,780 △1.1 32,881 0.8 94.9 －
11月末 93,532 4.2 32,639 0.0 95.1 －
12月末 95,013 5.8 33,683 3.2 96.6 －

2025年１月末 94,292 5.0 33,808 3.6 97.4 －
２月末 91,441 1.8 33,314 2.1 92.1 －

(期末)2025年３月28日 94,408 5.1 34,621 6.1 96.3 －
（注１）騰落率は期首比。
（注２）Russell/Nomura Mid-Small Cap インデックス（配当込み）は、同指数

の原データをもとに、当ファンド設定日の前営業日を10,000として大和
アセットマネジメントが計算したものです。

（注３）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。
上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。

（注４）株式組入比率は新株予約権証券を含みます。
（注５）株式先物比率は買建比率－売建比率です。

■当作成期中の基準価額と市況等の推移
（円）
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基準価額

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

期首：89,797円　期末：94,408円　騰落率：5.1％
【基準価額の主な変動要因】

　国内株式市況が上昇したことを反映し、当ファンドの基準価額は上
昇しました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

◆投資環境について
○国内株式市況

　国内株式市況は、史上最高値更新後に歴史的な急落に見舞われま
したが、その後は上昇トレンドに回帰しました。
　国内株式市況は、当作成期首より、円安進行などが好感された一
方でインフレ再燃懸念による米国株の下落などが嫌気され、保ち合

いとなりました。2024年６月下旬以降は、海外のＡＩ（人工知
能）関連企業の株価急騰や円安進行などが好感されて上昇し、史上
最高値を更新しました。７月中旬に入ると、米国の対中輸出規制強
化への懸念などから、半導体関連株主導で下落に転じました。７月
末には、日銀の利上げ決定と植田日銀総裁のタカ派発言で金融政策
の不透明感がにわかに強まったことに加え、８月初旬に発表された
米国の雇用統計が市場予想よりも弱い内容であったことから急速に
円高が進行し、株価は歴史的な急落に見舞われました。しかし、内
田日銀副総裁のハト派発言や米国の経済指標の改善などを受けて株
価は急反発し、９月初旬には急落直前の水準をほぼ回復しました。
その後は、９月中旬にかけて円高が進行したことや10月下旬の衆
議院議員選挙で与党が過半数割れとなったこと、11月初旬の米国
大統領選挙でトランプ元大統領が勝利して関税引き上げを巡る政策
の不透明感が強まったことなどから、一時的に下落する局面はあり
ましたが、高水準の自社株買いなどが支えとなり、年末にかけて
徐々に下値を切上げて緩やかに上昇しました。2025年１月以降は、
日銀の利上げ観測の高まりによる円高進行やトランプ米国政権によ
る関税引き上げなどが懸念された一方、良好な決算や株主還元拡充
の発表などが好感されてレンジ内での推移となり、当作成期末を迎
えました。

◆前作成期末における「今後の運用方針」
　国内株式市場は、2024年年初からの上昇が急ピッチであったこと
から、一服感が出やすい状況です。しかしながら、ＮＩＳＡ（少額投
資非課税制度）の投資枠拡大による個人投資家の資金流入期待がある
ことから下値不安は小さく、堅調な株価推移を予想します。
　個別銘柄の選別においては、優れた経営力や高い競争力を有し企業
価値成長が期待される銘柄で、かつ、市場と現実の認知ギャップが大
きい銘柄を中心にポートフォリオを構築する方針です。現在注目して
いる投資テーマは半導体、ＡＩ（人工知能）関連、船舶・防衛関連で
す。また、政策保有株の放出、積極的な自社株買いなどの株主還元強
化の動きが市場全体に強まっており、2024年３月期決算で株主還元
などを積極化させてくる企業も数多く存在すると予測しており、資本
政策の変化にも着目した銘柄選別を行ってまいります。

◆ポートフォリオについて
　株式組入比率は、80％程度以上の高位を維持しました。
　業種構成は、機械や化学などの比率を引き上げた一方、サービス業
や電気機器などの比率を引き下げました。
　個別銘柄では、海上での原油生産貯蔵積み出し設備の大手企業であ
る三井海洋開発や、後払い決済サービスを展開するネットプロＨＤ、
通信用計測器の大手のアンリツなどの組入比率を引き上げました。

◆ベンチマークとの差異について
　当作成期のベンチマークの騰落率は6.1％、当ファンドの基準価額
の騰落率は5.1％となりました。
〇主なプラス要因

・業種配分効果：情報・通信業のオーバーウエート、輸送用機器の
アンダーウエート

・銘柄選択効果：楽天銀行、日本製鋼所、三井Ｅ＆Ｓ
〇主なマイナス要因

・業種配分効果：サービス業のオーバーウエート、銀行業のアン
ダーウエート

・銘柄選択効果：Ｍ＆Ａ総合研究所、Ｉｎｆｏｒｉｃｈ、三菱重工
の非保有

・そ の 他：売買コスト
＊ベンチマークはRussell／Nomura Mid－Small Cap インデック

ス（配当込み）です。
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■売買および取引の状況
　株　式

（2024年３月29日から2025年３月28日まで）
買 付 売 付

株 数 金 額 株 数 金 額
千株 千円 千株 千円

国内 29,313.9 54,168,567 29,089.4 56,528,308(     367.9) (               －)
（注１）金額は受渡し代金。
（注２）(　 )内は株式分割、合併等による増減分で、上段の数字には含まれており

ません。
（注３）金額の単位未満は切捨て。

■１万口当りの費用の明細
項 目 当 期

売買委託手数料 772円
（株式） （772）

有価証券取引税 －
その他費用 －

合　　計 772
（注１）費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照

ください。
（注２）項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

■主要な売買銘柄
　株　式

（2024年３月29日から2025年３月28日まで）
当 期

買 付 売 付
銘 柄 株 数 金 額 平 均 単 価 銘 柄 株 数 金 額 平 均 単 価

千株 千円 円 千株 千円 円
日本電子材料 453.4 1,204,150 2,655 日本電子材料 551.8 1,377,429 2,496
ＩＮＦＯＲＩＣＨ 272.9 1,028,467 3,768 日本電子 193.2 1,153,594 5,970
ＭＡＲＵＷＡ 25.2 954,095 37,860 住信ＳＢＩネット銀行 407 1,102,739 2,709
日本電子 152.5 893,339 5,857 ＩＮＦＯＲＩＣＨ 288.9 1,085,295 3,756
アンリツ 720 876,914 1,217 ＭＡＲＵＷＡ 27 1,008,534 37,353
ＪＭＤＣ 253 841,864 3,327 ＳＲＥホールディングス 254.8 967,287 3,796
中国塗料 410.5 803,667 1,957 楽天銀行 270 955,490 3,538
楽天銀行 263 795,746 3,025 日本製鋼所 184.8 908,222 4,914
カバー 417 780,859 1,872 ローツェ 30.9 908,179 29,390
ＳＲＥホールディングス 212.5 780,334 3,672 ＪＭＤＣ 218 865,183 3,968

（注１）金額は受渡し代金。
（注２）金額の単位未満は切捨て。

《今後の運用方針》
　東京証券取引所による「資本コストや株価を意識した経営」の要請や
持ち合い解消の進展、アクティビスト（物言う株主）の大量保有の増加
などを受け、企業の株主還元姿勢が積極化するなど、良好な需給環境が
株価の下支え要因となりそうです。トランプ米国政権の関税政策による
影響は不透明で、人件費などのコストの増加が企業業績の重しとなるこ
とに注意が必要ですが、足元で予想ＥＰＳ（１株当り利益）が改善傾向
にあることからも、株価は堅調に推移すると考えております。
　個別銘柄の選別においては、優れた経営力や高い競争力を有し企業価
値成長が期待される銘柄で、かつ、市場と現実の認知ギャップが大きい
銘柄を中心に、ポートフォリオを構築する方針です。現在の相場環境で
は、従来までの、先行きが見通しやすく成長が期待できる銘柄に注目す
るほか、資本政策の変化などによる収益機会の獲得にも努めてまいりた
いと思います。
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銘 柄 期 首 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
鉱業（0.6％）

日鉄鉱業 － 9 60,930
建設業（3.8％）

日本アクア 30 － －
東鉄工業 9 － －
東亜建設 － 75 100,125
東洋建設 － 79 105,228
ダイダン － 28 106,540
テスホールディングス － 290 83,230

食料品（－）
ライフドリンク　カンパニー 2.5 － －
日清オイリオグループ 6.8 － －
やまみ 16 － －

化学（7.9％）
日本曹達 － 75 220,500
大阪ソーダ － 36 60,876
四国化成ホールディンク 33.5 － －
保土谷化学 10 － －
トリケミカル 22.8 － －
日油 30.9 － －
中国塗料 － 95 205,960
ＤＩＣ － 34 107,712
高砂香料 － 12.4 81,220
東洋合成工業 － 24.5 139,160
綜研化学 12 － －

医薬品（0.5％）
ツムラ － 12 52,608
ティムス 10 － －

石油・石炭製品（0.4％）
コスモエネルギーＨＬＤＧＳ － 7 46,151

ゴム製品（0.6％）
住友ゴム － 30 58,380

ガラス・土石製品（3.1％）
太平洋セメント － 28 112,252
東洋炭素 16 － －
ＭＡＲＵＷＡ 1.8 － －
ニチハ － 70 211,400

鉄鋼（2.7％）
大和工業 15.9 － －
愛知製鋼 － 26 178,100
栗本鉄工所 － 21 98,490
日本精線 47.5 － －

非鉄金属（1.7％）
ＪＸ金属 － 58 53,070
大紀アルミニウム 45.8 － －
日本軽金属ＨＤ － 39 61,425
古河機金 10 － －
東邦チタニウム － 52 61,880
ＵＡＣＪ 28.6 － －
フジクラ 120 － －

金属製品（0.4％）
技術承継機構 － 10.5 44,940

銘 柄 期 首 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
機械（13.1％）

日本製鋼所 117 19 105,393
タクマ － 30 55,590
ＤＭＧ森精機 － 33 99,990
豊和工業 － 40 52,200
ヤマシンフィルタ － 83 49,966
藤商事 82 － －
平田機工 － 62.4 99,652
マルマエ 23 － －
ナブテスコ － 21 51,240
三井海洋開発 － 78 321,750
ローツェ 19.8 － －
オルガノ － 15 102,000
ＣＫＤ 124.9 － －
ホシザキ － 35 215,285
三井Ｅ＆Ｓ － 120 208,800

電気機器（3.7％）
テラプローブ 8.2 － －
アドテックプラズマテクノ 29 44 62,876
アンリツ － 230.7 315,712
メイコー 27 － －
ヨコオ － 4.3 6,140
リオン 24.1 － －
日本電子材料 98.4 － －
日本マイクロニクス 8.1 － －
山一電機 113.3 － －
日本電子 40.7 － －

輸送用機器（2.8％）
豊田自動織機 － 8 104,040
川崎重工業 － 11 102,982
新明和工業 － 16 23,152
ＡｅｒｏＥｄｇｅ 5 24 56,160

精密機器（－）
インターアクション 49 － －

その他製品（3.2％）
前田工繊 － 115 222,295
フルヤ金属 6.4 － －
バンダイナムコＨＬＤＧＳ － 22 114,158
リンテック 80.5 － －

電気・ガス業（－）
グリムス 125.5 － －

陸運業（2.0％）
京浜急行 － 133 206,482

情報・通信業（15.0％）
ＶＲＡＩＮ　ＳＯＬＵＴＩＯＮ 14.5 － －
ソラコム 115.2 － －
デジタルアーツ － 17.3 117,467
ラクーンホールディングス 49 56 54,040
ダイナミックマッププラット － 34 45,220
エムアップホールディングス 205 66 119,262
じげん 210.8 － －
ＩＧポート 6 － －

銘 柄 期 首 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
クラウドワークス 11 － －
ＰＲ　ＴＩＭＥＳ － 47 113,129
アカツキ － 38 120,080
ＰＫＳＨＡ　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＹ － 6 18,300
ＧＭＯフィナンシャルゲート 24.3 － －
プラスアルファ・コンサルティン 24.6 － －
シンプレクスＨＤ － 37 106,375
セーフィー － 139 111,895
メルカリ － 20 49,620
ＩＰＳ 53.5 － －
ＦＩＮＡＴＥＸＴホールディンク － 18 16,362
Ｓａｎｓａｎ － 23.7 47,139
ギフティ － 149.5 222,306
ＪＭＤＣ － 35 99,715
ＡＮＹＭＩＮＤ　ＧＲＯＵＰ 318 90.5 95,930
ＦＩＸＥＲ 43.7 － －
カバー 25.2 43.8 109,981
エコナビスタ 50.8 － －
ネットスターズ － 127 105,410

卸売業（6.9％）
トーメンデバイス 4 － －
円谷フィールズホールディ 71 － －
ダイワボウＨＤ 22.9 － －
マクニカホールディングス － 60 116,100
ハピネット － 12 65,520
白銅 22.7 23.5 53,932
ＢＵＹＳＥＬＬ　ＴＥＣＨ － 97.4 268,824
長瀬産業 97 － －
サンゲツ － 73 215,934
泉州電業 4.5 － －

小売業（3.3％）
トレジャー・ファクトリー － 60 114,240
三越伊勢丹ＨＤ 81.2 － －
シュッピン 30 － －
ネクステージ － 33 51,051
ＦＯＯＤ＆ＬＩＦＥ　ＣＯＭＰＡＮ 41.6 24.5 111,916
ＹＵＴＯＲＩ 33 － －
テイツー － 450 60,300

銀行業（6.3％）
いよぎんホールディンク － 120 218,520
楽天銀行 40 33 221,067
住信ＳＢＩネット銀行 169 － －
北洋銀行 554 402 217,482

証券、商品先物取引業（－）
インテグラル 16.9 － －

保険業（－）
ＦＰパートナー 19 － －

その他金融業（4.3％）
プレミアグループ 131 50 106,200
ネットプロＨＤ 170 690 338,790
九州　リースサービス 94.8 － －
イー・ギャランティ 58 － －

■組入資産明細表
　国内株式
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■投資信託財産の構成
2025年３月28日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
株式 10,380,383 93.0
コール・ローン等、その他 785,971 7.0
投資信託財産総額 11,166,354 100.0

（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2025年３月28日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 11,166,354,802円

コール・ローン等 378,372,696
株式(評価額) 10,380,383,050
未収入金 310,915,856
未収配当金 96,683,200

(Ｂ) 負債 385,778,497
未払金 367,699,497
未払解約金 18,079,000

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 10,780,576,305
元本 1,141,915,222
次期繰越損益金 9,638,661,083

(Ｄ) 受益権総口数 1,141,915,222口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 94,408円

＊期首における元本額は1,442,837,290円、当作成期間中における追加設定元本
額は973,875,334円、同解約元本額は1,274,797,402円です。

＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額：
ダイワ中小型株ファンドＶＡ 41,231,972円
ダイワ中小型株ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家専用） 843,865,177円
ＤＣダイワ中小型株ファンド 256,818,073円

＊当期末の計算口数当りの純資産額は94,408円です。

■損益の状況
当期　自2024年３月29日　至2025年３月28日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 228,519,868円

受取配当金 226,728,420
受取利息 1,787,233
その他収益金 4,215

(Ｂ) 有価証券売買損益 311,596,389
売買益 4,496,737,995
売買損 △  4,185,141,606

(Ｃ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 540,116,257
(Ｄ) 前期繰越損益金 11,513,459,758
(Ｅ) 解約差損益金 △10,165,083,598
(Ｆ) 追加信託差損益金 7,750,168,666
(Ｇ) 合計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 9,638,661,083

次期繰越損益金(Ｇ) 9,638,661,083
（注１）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

銘 柄 期 首 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
不動産業（3.6％）

スター・マイカ・ＨＬＤＧＳ － 150.8 142,506
ＳＲＥホールディングス 115.6 73.3 233,460
ティーケーピー 147.1 － －
ＧＡ　ＴＥＣＨＮＯＬＯＧＩＥＳ 75 － －
霞ヶ関キャピタル 4.6 － －
パーク24 64 － －
青山財産ネットワークス 72.9 － －

サービス業（14.1％）
アストロスケールホールディンク － 294 211,680
ＬＩＦＵＬＬ － 85 13,345
日本Ｍ＆Ａセンターホールデ 130 － －
ＵＴグループ 36 － －
タイミー － 34 54,060
新日本科学 － 34 50,150
ＤＥＬＹ － 156 156,312

銘 柄 期 首 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
プレステージ・インター 115.5 － －
サイバーエージェント － 276 327,198
楽天グループ 81.7 － －
弁護士ドットコム 14.2 － －
ジャパンマテリアル 46 40.5 51,799
トレンダーズ 60 － －
エラン 35.5 － －
アトラエ 6.4 159.6 110,602
ストライク 58.4 10 30,650
インソース 412 － －
ポート － 30 57,900
日本ホスピスＨＬＤＧＳ － 10 15,760
ジモティー － 11.5 15,674
シーユーシー 46.4 － －
ライズ・コンサルティング・ク 180 － －
笑美面 5 － －

銘 柄 期 首 当 期 末
株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円
ＩＮＦＯＲＩＣＨ 71.9 55.9 223,041
Ｍ＆Ａ総研ホールディング 52.4 － －
ＡＶｉＣ 58.5 86.1 148,092
プログリット 94 － －

千株 千株 千円

合 計 株 数 、 金 額 6,246.3 6,838.7 10,380,383
銘柄数<比率> 94銘柄 90銘柄 <96.3％>

（注１）銘柄欄の(　 )内は国内株式の評価総額に対する各
業種の比率。

（注２）合計欄の<　 >内は、純資産総額に対する評価
額の比率。

（注３）評価額の単位未満は切捨て。

Russell/Nomura Mid-Small Cap インデックスの知的財産権および
その他一切の権利は野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサル
ティング株式会社およびFrank Russell Companyに帰属します。な
お、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社
およびFrank Russell Companyは、同指数の正確性、完全性、信頼
性、有用性、市場性、商品性および適合性を保証するものではなく、
当ファンドの設定の可否、運用成果等並びに当ファンド及び同指数に
関連して行われる当社のサービス提供等の行為に関して一切責任を負
いません。
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